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 The purpose of this paper is to investigate the importance of the environmental theory of architecture 

and to shape the author's future research project. In order to clarify this new concept, this paper 

discusses the traditional definition of architectural theory together with the problems associated with 

this definition. One of the main limitations of architectural theory is that it has tended to focus on solely 

the buildings and not the overall system, which encompasses human beings, buildings, and their 

surroundings. In other words, the new theory, the environmental theory of architecture, is defined as 
"th

e theory that aims to systematically understand physical structures in their environment as a whole 

and the essence of that environment." Then, this paper introduces certain experimental projects in 

order to demonstrate how students gained insight regarding their environment. Through these projects, 

the students rediscovered the intrinsic value of their hometowns and neighborhood shops in the 

surrounding areas. Moreover, they learned how to relate buildings to their residents, and attempted to 

give advice on urban rejuvenation. To conclude, the author states to the local authorities that his future 

research project will reexamine the meaning of social structure as a "whole," by quoting the renowned 

architect Walter Adolph Georg Gropius, who founded the Bauhaus School.

1本 研究ノー トの目的

私は昨年3月 まで30年 間、建物の企画 ・設

計監理等 を多 くの方々との協同で経験 し、最後

は昨今のマネジメント業務にも従事 した。その

間、日常の業務 と合わせ、常に建築論 という観

点を持ち続けようとしてきた。私は建築論の目

的の一つは建築に関する色々なことを反省 し、

建物の完成等 を通じて社会に還元する事を研究

する分野だと考えているからだ。本研究ノー ト

の目的は、本年度のセンター試験の一文および

建築論 より考察をはじめ、私が一時期、大阪の

古い建物 をスケッチしながら散策した経験やバ

ウハウス創設者のワルター ・グロピウスの活動

の中での言葉等に言及しながら、環境建築論へ

向けての視点の概要 を示すことだ。

五 「身ぶ りの消失」より

本年度、全国で実施 されたセンター試験の国

語の問題に鷲田清一著 「身ぶりの消失」の下記

の一文が取 り上げられていた。

「私は思い出す。 しばらく前に訪れた高齢

者用のグループホームのことを。

住むひとのいなくなった木造の民家 をほ

とんど改修 もせずに使 うデイ ・サーヴィス

の施設だった。 もちろん 「バ リアフリー」

からはほど遠い。玄関の前には石段があ

り、玄関の戸 を引くと、玄関間がある。靴

を脱いで、よいしょと家に上がると、こん

どは襖。それを開けてみなが集っている居

間に入る。軽い 「認知症」 を患っているそ

の女性は、お菓子 を前におしゃべ りに興 じ
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ている老人たちの輪にはす ぐには入れず、

呆然 と立ちつ くす。が、なんとな くいたた

まれず腰 を折 って しゃがみかける。 とっ

さに 「どうぞ」と、いざりながら、自分が

使 っていた座布団を差 し出す手が伸びる。

「おかまいなく」と座布団を押 し戻 し、「何

言うておすな。遠慮せんといっしょにお座

りやすな」とふたたび座布団が押 し戻 され

る ・…

和室の居 間でたったままでいることは

「不 自然」である。「不自然」であるのは、

いうまでもなく、人体にとってではない。

居間という空間においてである。居間とい

う空間が求める挙措の 「風」に、立ったま

までいることは合わない。高みから他のひ

とたちを見下ろすことは 「風」に反する。

だから、いたたまれな くなって、腰を下ろ

す。これはからだで憶えているふるまいで

ある。からだがひとりでそんなふうに動い

てしまう。

からだが家のなかにあるというのはそう

いうことだ。からだの動 きが、空間との関

係で、ということは同じくそこにいる他の

人々との関係で、ある形に整えられている

ということだ。」(*-1)

鷲田清一氏はまた、現代住宅に見 られる 「バ

リアフリー」につ くられた抽象的な空間ではか

らだは空間の内部にあ りながらその空間の外に

あると指摘 されている。大 した改修 もされずに

グループホームに使用 されている和風家屋の様

子から 「からだが家のなかにあるという」とは

どのようなことかを述べた文章だが、この中に

技術革新が進む中での環境への取 り組みについ

ての重要な視点が示唆されていると私は考え

る。

この 「からだが家のなかにあるという」感覚

は大変に個人的なものだが、これを次第に拡大

してい くとそこに同席する多 くの方々の共通の

認識 もしくは場の雰囲気 とな り、さらには、通

り・街の、そして都市へ と拡大 してい くある共

有する環境へと発展するのではないだろうか。

まずはすぐれた環境が 「からだが家のなかにあ

るという」いう基本的な感覚から拡大 していく

ものであると理解 しておきたい。

皿 環境建築論へ

皿一1建 築論から

古 く建築論の名著 として森田慶一著 「建築

論」がある。その中で森田慶一先生は建築論 を

建築 を一般的に広 く論ずる学問と位置づけ、建

築論のはじまりの定義 を、平易に下記 とされて

いる。

「われわれがふつう建築論 という場合、そ

れが意味する内容 は、必ず しも一定 して

いるとは言い難い。西洋でいうtheoryof

architectureは ほぼこれに相当するが、こ

こでもこの語によって言い表 されている内

容はまちまちである。広い意味では、建築

論 とは 「建築 とは何か」 という問いに答え

るためのいろいろな形の議論 をひっくるめ

て指す と了解することができるであろう。

たとえば、個々の建築 を対象 としてその特

質について論議する建築批評のごときも一

つの建築論であろうし、建築の技術的 ・芸

術的 ・経済的 … のように建築存在のあ

る一面 を捉えて論ずるのもまた建築論 とく

ことができるであろう。しかし、ここで述

べ ようとする建築論は、そうではな くて、

建築 というものをできるだけ全一的に捉え

て、その本質を明らかにしようとする理論

的な体系的考察 と理解 しておこう。」(*-

2)

また、「建築論」の中で、森田先生は建築の

存在の様態 を下のように記 されている。

「要するに、建築は、一般的に四つの様態、

すなわち物理的 ・事物的 ・現象的 ・超越的

な様態で現実に存在 しているということが

できる。」(*-3)

そして、その価値 を、それぞれ強 さ ・用 ・

美 ・聖 とされ、その上で、環境 とそれへの適応

の中で建築によって造成 された人工環境 と生物

的人間のかかわりあいは建築論における必然的

用の問題 と指摘 されている。さらに、一般的に

建築の起源は原始的シェルターと言っていいと
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考えられているが、その位置づけは下記 とされ

ている。

「実に、現代文明の世界 に生 きる人間は、

原始人とはいわないまでも少な くとも一昔

前の人に くらべて、遥に柔軟な幅広い適用

能力 を要求されるのである。建築による人

工環境の造成は、原則的には、人間の生存

にとって好意的でない環境条件を除去 し、

好意的な自然の環境 に近づ けることにあ

る。昔から言われる 「自然に帰れ」なる標

語は、この意味において建築の領域でも通

用する。しかし、近代文明がそれを無条件

に許さないとすれば、われわれは、上述の

環境 と人間生存のかかわ り合いをよく理解

した上で、自然環境 とよく調和 した建築的

人工環境 をつ くらなければならぬ。人工環

境は有用であるが必ずしも無 くてはならぬ

ものではないという基本的テーゼを理解 し

なければならぬ。必至的なのはむしろ自然

環境なのである。原初的なシェルターの建

築的意味は無視 されてよいものではない。」

(*-3)

環境 と人間生存の関わ りを建築の起源である

原初的なシェルターの建築的意味から指摘 され

ているわけである。

皿一2建 築論から環境建築論へ

森田先生は、下記にて最終的に人工環境を作

成する建築の中での建築論のひとつの重要な課

題 を下記 とされている。

「現代建築は、それが抱える複雑 な用にか

まけて、 しば しばこの用の原点、必然性、

を忘れがちであり、意識せずに済ませてい

る。しかし、それは建築の進歩の名の下に

無視 されてよいものではない。建築による

複雑化 した人工環境の造成が人間の生存 と

どのようにかかわ り合 うか、これが現在問

われるべ き建築論のひとつの課題である。」

(*-4)

これは、「か らだが家のなかにある」という

ことへの視点と同じ事 を語っているのだと私は

考える。建築関係に関する多 くの技術が各方面

で展開している時代は終わり、今は総合化の時

代 と言っていい。早々の建築論についても、森

田先生は人工環境 をつくる建築の技が人間の生

存 とどのようにかかわるかの重要性 を指摘 され

ているわけだ。成熟期 の今、このことが重要

な事であることは明らかだと考えるし、ここ

に建築論の環境に関してのひとつの意義が、古

くか ら見えている。 また、 この建築論を現代

の緊急テーマである環境か ら考察することは、

今、もっとも重要な事であると私は考える。そ

して、まずはそれを環境建築論 と呼びたいと考

えている。建築論 を時代の変化に沿いつつ 「環

境」 という視点が最重要であると仮定すると環

境建築論は下記のように定義できるのではない

か。

「環境 というものをで きるだけ全一的に捉

えて、その本質を明らかにしようとする理

論的な体系的考察」

]V大 阪 か ら

私 は もう20年 ほ ど前 に表 一1に あげ る大 阪

で著 名な ビル をスケ ッチ して回った。

ビル名称 竣工年 現状
1 大阪第一生命ビルディング 1953年 維持

2 大同生命 ビルディング 1925年 建替え
3 藤田ビルディング 1913年 建替え
4 大江 ビルディング 1921年 維持
5 北浜野村 ビルディング 1921年 建替え
6 毎 日新聞大阪本社 ビル 1922年 建替え

7 堂島ビルディング 1923年 外装補修

8 大阪ビルディング 1925年 建設中

9 大阪朝 日ビルディング 1931年 建設中
10 中之島三井ビルディング本館 1933年 建替え
11 大阪証券ビル市場館 1935年 建替え
12 佐々木 ビルディング 1935年 維持
13 大阪ガスビルディング 1933年 維持
14 宇治電 ビルディング 1937年 維持

表 一1大 阪のビルー覧

今では新 しいビルに生 まれ変わっているも

の、あるいは保存状況がよく歴史の証人として

今で も立派 にその姿 を多 くの道行 く方々に見

せているもの と様 々だ。約20年 の問だが、そ

の約70%の 建物は何 らかの変化を見せている。

都市の景観の変化は大変に早い。
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図 一1大 阪朝 日ビルデ ィング 図 一2大 阪 ビルデ ィング

図一3毎 日新聞大阪本社 ビル 図 一4大 阪ガス ビルデ ィング

現在、大阪は大変に大 きな都市構造の変革の

時を迎え、商都大阪が生 まれ変わる必要が叫ば

れている。具体的には大阪府庁移転 ・大阪城周

辺整備計画等を通じて次の時代の新 しい都市像

を模索 している。下に古い水都大阪を窺わせる

大阪の古図 「浪速の繁栄」一大坂3郷 の商工一

(江戸時代後期の大坂の都市空間を現在の地図

に重ねたもの)を 示 した。(*-5)

本論の環境建築論の視点から今後のあるべ き

大阪の方向を今後、考察するならば、古 く大阪

の都市の成立過程 を窺わせるこの古図 「浪速の

繁栄」に私はその方向性 を見出せるのではない

かと考えている。

図一5浪 速の繁栄
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Vワ ルター ・グロピウスから

ここで、建築家ワルター ・グロピウスに触れ

たい。ワルター ・グロピウスは20世 紀初めに

バウハウスを創設したことで著名だ。その歴史

的業績について私は約15年 ほ ど前だが、彼の

残 した多 くの言葉 より自分のこれからの視点を

見つけようとたどったことがある。多 くの文

章、作品そして広範囲の活動の中で特に著名な

のがグロピウスがバウハウス宣言にて発表した

下記の言葉だ。

DasEndzielallerbildnerischenTatigkeit

istderBau!(*-6)

「すべての造形美術が最終的にめざす とこ

ろは完全な建築である。」

古典的な建築を表現 したArchitectureを ド

イツ語ではあるが建設derBauと したところ

に草創期のグロピウスの先見性が窺えるとされ

ている。また、私は産業革命後の近代化草創期

に表明 した下記の文章に21世 紀の今の我々が

考えないといけない視点があると考えている。

「我々の科学の時代は、極端に専門化を推

し進めたため、我々人間という複雑な存在

全体に対する理解 を鈍 らせてしまったので

す。・… 文明はその全体性を失 ってし

まいました。・・私 は主張 します。方向を

誤った我々の社会は科学を産業の進歩に対

する不可欠の釣 り合いとして、芸術の創造

的な参加 を必要 としていると ・… 私は

ここで、すべての人々の中にかたちを創造

し理解する能力について述べているのであ

ります。「全体」建築 という私の夢、いち

ばん簡単な日用品から複雑な都市 まで、す

べての視覚的環境を包含する全体建築の実

現には、他の同じ精神を抱いた芸術家たち

と協力 してたえず新 しい実験を行い、新 し

い真実を探求することが必要でした。それ

は、観察から発見へ、発見から発明へ、そ

して最後には近代の環境の直観的形成へ と

導いてい くプログラムを意味したのであ り

ます … 」(*-7)

科学が進める部分的な専門化を否定して人間

存在全体への理解 を謳い、最終的に 「環境の直

観的形成へ と導いていくプログラム」 という言

葉で結んでいるのが重要だ。環境建築論が目指

す方向とその役割 もここに窺える。

V[お わりに … 環境建築論へ向けて

「環境建築論」へ向けての一考察 とした本研

究ノー トははじまりである。からだが家のなか

にあるということより、建築論、環境建築論の

考え方、そして大阪、ワルター ・グロピウスに

触れ、一考察を実施 した。私は1995年 竣工の

フェニックスタワーという建物 を多 くの協同者

と共に担当 した。もう、23年 程前 になる。御

堂筋北端に新たな景観 を形成すべ く大阪市民に

古 くから愛 された旧同和 ビルヂングのイメージ

を継承する建物の実現 を目指 したものだ。この

ビルが様々に変化する都市の景観の中で良好な

環境 を守 りつつ、新たな景観 を創出することを

めざした。 この貴重な経験 と合わせ、まずは、

今 回研究ノー トで示 した環境建築論の視点の

概要 と共に少 しずつ研究を進めたいと考えてい

る。
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フェニ ックス タワー

(御堂筋南 よ り)

2011年 度 セ ンター試験

国語 第1問 より

森 田慶一著 「建築論」P3

東 海 大学 出版

(同上)P9

(同上)P21

「ま ち に住 まう一 大阪都 市住宅

史」 特別付録 一1
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DasBauhausHansM.Wingler

RaschDumontP39

ワ ル タ ー ・グ ロ ピ ウ ス

桐敷真 次郎訳 彰 国社

「デモ クラシーの アポ ロン」
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